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• 世界第4番目の人工衛星打ち上げ国（おおすみ）
• 世界最大の固体ロケット（M-V）に至る段階的ロケット技術開発
• 継続的、発展的で、特徴のある、科学衛星・探査機の開発
• ハレー彗星探査で惑星間航行技術（さきがけ、すいせい）
• 月・惑星スウィングバイ技術（ひてん、GEOTAIL、のぞみ）
• 口径８mの大型アンテナ展開（はるか）
• 世界最高性能の電気推進技術（はやぶさ）

おおすみ

たんせい
たんせい２

でんぱ きょっこう
じきけん

たんせい３
たんせい４

たいよう ひのとり ようこう

はくちょう てんま ぎんが あすか

おおぞら

さきがけ

すいせい

あけぼの

ひてん

GEOTAIL

SFU

はるか

のぞみ はやぶさ

試験衛星

地球周辺・
磁気圏観測

太陽観測

天文観測

月・惑星探査

１９７０ １９８０ １９９０ ２０００

これまでに打ち上げられた科学衛星・探査機

打ち上げロケット L-4S  M-4S   M-3C  M-3H  M-3S        M-3SII M-V

しんせい

宇宙科学を支える宇宙工学
ー 世界に誇る宇宙工学の成果 ー



13

○国際共同開発
・通常の科学衛星計画：外国のグループが一部の観測装置の開発に協力。

・NASA：「外国計画への参加」枠で、公募プログラムに応募

・欧州：各国の科学プログラムに予算要求。
・外国の衛星計画： 日本のグループが一部の機器を担当
・外国との共同計画： 国際分担

・GEOTAIL: 衛星－ISAS、打ち上げ－NASA
・水星探査（ベピコロンボ計画）：２探査機をESAとISASでそれぞれ分担。

現在進行中の衛星計画における国際協力
・Lunar-A計画 日・米協力
・Astro-E2計画 日・米・欧協力
・Astro-F計画 日・韓・欧協力
・Solar-B計画 日・米・英・欧協力
・Planet-C計画 日・欧協力
・BepiColombo計画 日・欧協力

○国際的観測運用
・観測プログラムは、通常、国際的システムとして運営

○観測データ国際公開
・観測データは、通常、観測提案者等の占有期間の後、完全国際公開。

国際協力・国際貢献
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○○期待される成果・効果期待される成果・効果
・卓越した科学成果 → 知的資産の創造
・世界トップ水準の工学的成果 → 技術革新
・衛星の継続的な開発と打上げ → 我が国の技術水準の底上げ、自律性確保
・大学院生等への一貫した実地教育の実施 → 未来を切り開く技能と経験の獲得
・国際貢献 → 知的存在感の確保
・国民の関心 → 知的好奇心を満たす。科学に対する国民の関心を高める。

○○成果の評価成果の評価
・個々のプロジェクトの進行状況は宇宙理学委員会・宇宙工学委員会で随時評価。
・宇宙科学研究所の外部評価（評価委員の半数は外国研究者）

１９９４年２月
２００２年２月

・学術審議会宇宙科学部会評価
１９９８年

○○成果の国民への還元成果の国民への還元
・大きな成果は、マスコミへ発表。
・随時、科学啓蒙雑誌等へ解説記事を掲載。
・宇宙研の各種行事で、講演等の活動。

宇宙科学講演会、宇宙学校、一般公開

成果の評価・国民への還元
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宇宙科学プログラムの主体

○主体：宇宙科学各分野の研究者コミュニティ宇宙科学各分野の研究者コミュニティ
○基本的には、いくつもの分野の研究者コミュニテイからの提案をきびしく絞り込む、競競

争的プログラム。争的プログラム。
○各分野のコミュニティは、宇宙研の支援を受けながら、一貫して主体的にミッションを主体的にミッションを

遂行。遂行。
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○100100にも及ぶ国内外の大学・研究機関との連携にも及ぶ国内外の大学・研究機関との連携

【国内】東大、東工大、早稲田大、理科大、名大、京大、阪大、九大
理研、通総研、産総研、国立天文台、国立極地研 等

【国外】NASA-GSFC,MSFC, ARC, JPL ・スミソニアン天文台・NRAO 
MIT シカゴ大・モンタナ州立大・UCBK・UCSD・Cal Tech ・ハワイ大・ソウル大

ケンブリッジ大・バーミンガム大・パリ天文台・パレルモ天文台・ESA 他多数
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宇宙工学委員会
（約半数が外部委員）

宇宙理学委員会
（約半数が外部委員）

評価小委員会
（約半数が外部委員）

宇宙航空宇宙航空
研究開発機構研究開発機構

宇
宙
科
学
運
営
協
議
会

宇
宙
科
学
評
議
会

報
告

報
告

承
認

科学衛星計画

ＷＧ

科学衛星等の企画参加
宇宙科学関連機関
・国立天文台
・東京大学、名古屋大学
・その他

評価小委員会
（約半数が外部委員）

科学衛星計画の選定・推進の道筋

企画調整会議
理学・工学の両委
員会から提案され
た場合、優先順位
を勧告

宇
宙
開
発
委
員
会

※
宇
宙
科
学
特
別
委
員
会
（仮
称
）【新
設
予
定
】

計
画
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価
部
会
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科
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一
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充
実
方
策
）
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宙
開
発
に
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及
び
そ
の
評
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に

関
す
る
重
要
事
項
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物理学分野

天文学分野

太陽系科学分野

地球物理学分野

宇宙理学委員会

外部委員 １８名
内部委員 １７名
（うち工学委員

２名）

科学衛星計画の評価・選定基準

○プロジェクトの目的の評価

・その時点での世界第一級の目標を持つか？

・高い独創性を持つか？

○実現性の評価

・目標は技術的に達成可能か？

・予算計画は妥当なものか？

・プロジェクト推進体制は十分整備されているか？

・国際協力が必要か？必要な場合、準備は十分か？

科学衛星計画の評価・選定のあり方・基準
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宇宙科学の目標（１）
宇宙の構造と進化を探る。

108

107

106

105

104

103

102

101

ビッグバン

星

分子雲

星間ガス

星間高温ガス

銀河間ガス

高エネルギー粒子

銀
河
団

暗黒物質

暗黒エネルギー

宇宙線

ガンマ線

Ｘ線

紫外線

可視光

赤外線

電波

？

物
質
の
温
度
（絶
対
温
度
）

？
宇宙の年齢

遠方の宇宙

火の玉宇宙 現在の宇宙

観測手段

銀
河

宇宙の
晴れ上がり
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宇宙科学の目標（２）

極限状態の物理を探る

星の重力
崩壊

超新星
爆発

重力波 ニュートリノ

素粒子論
中性子星

パルサー加速 ガンマ線
Ｘ線
電波

ブラックホール

核力理論

時空構造

ジェット放出

ガンマ線
Ｘ線
電波

粒子加速

宇宙線
ガンマ線
Ｘ線
電波

重元素の起源 ガンマ線
Ｘ線

超新星残骸

または

一般相対論

例：超新星とそれに関連する物理
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銀河系内の分子雲

分子雲中の重力収縮

原始星・原始惑星系の誕生

星・惑星系の誕生

太陽系太陽

宇宙科学の目標（３） 太陽系形成の歴史を探る
遠隔観測

電波
（ミリ波）

電波
（サブミリ波）

遠赤外線

近赤外線

光干渉計

太陽系
直接探査


